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産業衛生雑誌・JOH 編集委員会は平成 26 年より新
体制として，フィールド制が取り入れられ，投稿者が
フィールドを選択し，査読効率を質・量ともに高める方
式となったことは，編集委員会委員長の堤先生より，本
誌 5月号に掲載されております．私は“産業保健活動 / 
産業保健職”のフィールドを担当させていただいており
ます．編集委員は今年 4月から 2期目に入りますが，1
期目とは異なる方式に試行錯誤しながら作業に取り組ん
でおります．
編集委員をしている立場からしますと，雑誌の評価，
質は気になる一面がございます．
既にご存知の方々も多いかもしれませんが，2013 年

の Journal Impact Factor（IF）がこの 6月に公表され，
JOH（Journal of Occupational Health）の IFは 1.096，
5 年間の IF は 1.792 でした．計算の根拠も提示され，
2013 年の IF は，2011 年と 2012 年に印刷された論文数
を分母，2013 年に同 2 年間に引用された論文数を分子
として計算されております．引用・掲載される論文数が
多い程，IF は高くなる仕組みとなっております．そし
て IF はジャーナルの名声と影響度の評価指標として世
界中の研究者は認識し，利活用していることも知られて
おります．編集委員として IFに一喜一憂する前に IFの
ことを正しく知っておくことも必要かと思い，インター

ネットのホーム頁（Editage Insights）で IF について
調べてみました．IF を使用する際の留意事項も書かれ
ており，1．IF の絶対値だけを見ても意味がない；広い
学問分野と狭い学問分野ではその評価は異なり，専門
分野に特化したジャーナルは IF の値が低い傾向にある
こと，2．学問領域ごとに傾向が異なる；IF は学問領域
をまたいでジャーナルを比較することは得策ではない，
3．IF は特定の分野では重要視されない；コンピュータ
サイエンスの分野では学会議事録が重要な形態とみなさ
れる，4．IF のないジャーナルに価値がないわけではな
い；トムソン・ロイター社は自社の引用データベースを
元に IF を算出している．そのデータベースは実際に出
版されていると思われる約 30,000 件の査読付きジャー
ナルのうち，約半分を索引しており，データベースのカ
バーする範囲は不均等でもある，などでした．
また，IF は操作することもできると記されており，
分子であるジャーナルの引用を高くするための方法も記
載されておりますが，ここまでくると意図的・操作的で
本末転倒の感が致します．
編集委員としては雑誌を利活用する会員のために質の
高い雑誌・論文となるよう日々努力したいと思っており
ます．

（西田和子）
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